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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

昨年度は残念ながら中止になってしまった
修学旅行でしたが、今年度は県内での1泊2
日の修学旅行を行うことができました。
今回の実施につきましては、保護者の皆さ

んをはじめ、心配される意見もありましたが、
旅行会社をはじめ各見学先、宿泊したホテル
などで、万全の感染症対策が行われており、
また何よりも子どもたち自身がマスクを外す
ことなく、また機会ある毎に手指消毒を行う
などの感染予防意識をもって行動してくれた
ことに感謝したいと思います。
子どもたちにとって

は、県内とはいえ、これ
まで訪れたことがないと
ころばかりで、改めて秋
田県の素晴らしさを再確
認することができまし
た。また、この修学旅行
をきっかけに、さらに学
年、学級、友人との絆が
深まったような気がしま
す。各見学地での行動、
ホテルでの過ごし方等、
とても落ち着きのある3
年生の態度に、改めて感
心しました。さすが西仙
北中生だなという思いを
強くしました。
今回の修学旅行の詳し

い様子につきましては、
本校ブログにアップして
いますので、ぜひご覧く
ださい。また、ご覧にな
った方もたくさんおられ
ると思いますが、各テレ
ビ局の本校修学旅行安着
CMのスポンサーになっ
ていただいた｢進藤電機｣
様と｢オンワードエース｣
様に改めて感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

キャリア教育の一環
で毎年2年生が行って
いる｢職場体験学習｣を
9月1日(水)～3日(金)
に今年度も行うことが
できました。新型コロ
ナの感染が懸念されて
いる現状で、本
校生徒を引き受
けてくださり、
さらには万全の
感染予防のご配
慮を行っていた
だき、心より感
謝いたします。
2年生の皆さ

んは、初めは戸
惑う様子も見ら
れましたが、だんだん仕事にも慣れ、中には
自分から仕事を見つけて動く姿も見られたよ
うです。
わずか3日間の体験ではありましたが、「働

くことの大変さ」と同時に「働くことのやり
がい、充実感」も体感することができました。
今回の活動が、生徒一人一人の今後のキャリ
アに必ずや生かされると信じています。

9月1日 (水 ) ･ 2日
(木)の2日間、1年生
は田沢湖スポーツセ
ンターに宿泊しての
宿泊体験学習を実施
してきました。宿泊
先や体験先では、しっ
かりとした感染予防対
策が行われており、1
年生も安心して活動を
することができまし
た。
1年生は｢互いに思

いやり、自然を通して、
郷土の良さを見つけよ
う｣というめあてのも
と、駒ヶ岳登山やキャ
ンプファイヤー、カヌ
ー体験など、普段なか
なか体験できない活動
を自然の中でおもいっきり満喫してきまし
た。何よりも、この活動を通して、また煌華
学年の仲間との絆が一段と深まりました。
今回の体験活動は必ずやこれからの学校生

活の糧になってくれると信じています。

ホームページ･ブログもご覧ください(随時更新)



昨年度から行ってい
るバリアフリー体験の
「菜のはなタイム」を、
今年度から1年生を対
象に行うこととし、9
月3日(金)の午後から、
社会福祉協議会の方々
のご協力をいただいて
実施しました。
今回の体験活動では、

バリアフリーや日常に
あるユニバーサルデザ
インの意味などを詳し
く知ることができまし
た。また1年生全員が、｢車椅
子体験｣｢高齢者疑似体験｣｢視
覚不自由体験｣を様々な器具等
を使って行い、その大変さを
体感できたことは、とても良
い機会だったと思います。
最後の感想発表では、｢この

体験活動を通して、障害のあ
る人、高齢者の方々の大変さ
が分かりました。今度そのような方を見かけ
たら積極的に声をかけていきたいと思いまし
た。」という言葉があり、とてもうれしくな
りました。
ちょうど先日まで｢東京パラリンピック｣が

行われていて、世界中の障害のある方々の必
死のプレーに日々元気をもらっていました。
今回の活動が障害のある方と健常者との垣根
(バリア)を無くす(フリー)きっかけになって
くれることを期待します。

5月に3年生を対象に行われた｢全国学力･
学習状況調査」の結果が送付されてきました
ので、簡単に状況をお知らせいたします。

対 象 国 語 数 学
西仙北中の平均 ７０．５ ６３．８
秋 田 県の平均 ６８．１ ６０．５
全 国の平均 ６４．７ ５７．２

平均点だけを見ると、西仙北中全体として
概ね良好と言えますが、各設問ごとに詳しく
見ると、次の部分に課題がありそうです。

<本校３年生の国語での課題(県平均以下の項目)>
言語に関する事項、例えば漢字の読み書き

や敬語の使い方に課題がありそうでした。

<本校３年生の数学での課題(県平均以下の項目)>
関数の意味やヒストグラムの読み取り、デ

ータの傾向を数学的な表現で説明すること等
に課題がありそうでした。

今回の結果を受け、西仙北中全体の傾向に
ついては、授業でもう一度確認するなどの具
体的な対策を行っていきたいと思います。後
ほど、3年生一人一人には、結果についての
個票が渡りますので、自分の課題をしっかり
理解し、これからの自分自身の学習に生かし
ていってほしいと思います。

9月1～3日の期間
は、1年生の宿泊体験
学習、2年生の職場体
験学習などで学年日課
ということもあり、9
月3日 (金 )は3年生が
校内を使って1日レク
レーションを楽しみま
した。
普段は絶対できない

校内全体を使ってのか
くれんぼや体育館の大
きなスクリーンに映し
ての映画鑑賞、お菓子
を食べながらのカード
ゲームなど、この日だ
けは受験勉強のことを
忘れて、3年生みんな
でおもいっきり楽しむ
ことができました。
新型コロナの影響

で、何かと辛い思いを
させてしまっている3
年生の弾けるような笑
顔に心和まされた一日
でした。

運動部の新人チー
ムとしては初めての
公式戦となる｢大曲仙
北中学校新人総合体
育大会(新人総体)｣に
出場する選手を激励
するため、9月8日(水)
の午後から、壮行会が
行われました。
1･2年生選手のユニ

フォーム姿を見ると、
4月の入学時、進級時
と比べ、ぐっとたくま
しさを増した感じがし
ます。入場してステ
ージ前に整列した選
手の皆さんの表情か
らは、「いよいよ自分
た ち の 番 だ ！ や る
ぞ！」という強い決
意が感じられました。
そして、この壮行

会で印象的だったのは、3年生の先輩方が力
強い一生懸命の応援を見せてくれたことで
す。自分たちがなしえなかった悔しい思いを
後輩たちに託そうとする姿勢に感動しまし
た。まさに、全校が心寄せ合って、ワンチー
ムになれたと思います。
新人チームの皆さんには、たくさんの方々

のこのような思いを胸に、ミスをしてもすぐ
に気持ちを切り替えて、ポジティブシンキン
グ(何事も前向きに考えること)での全力プレ
ーを期待します。


